
 

 

主  催     京都府 
 

 

特別講演 藤井達哉先生（滋賀県立小児保健医療センター 院長） 

                         

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

  報  告 鶴谷啓明先生（メディケア・リハビリ訪問看護ステーション京都 理学療法士） 

 教育講演 井上ゆかり先生（西宮すなご医療福祉センター 理学療法士） 

 

 

 

 

 

 

 

■ 申し込み方法 

裏面の申し込み用紙（当センターＨＰよりダウンロード可能）に必要事項（氏名・職種・職責・施設名・

連絡先住所・電話番号・ＦＡＸ番号等）を記入の上、ファックスにてお申し込み下さい。 

ＵＲＬ： http://www.pref.kyoto.jp/rehabili/index.html 

■ 定員： ６０名   

■ 締め切り： １月３１日（火）必着 ※締め切り日前でも定員になり次第申し込みは締めきります。 

■ 対象：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、医師、看護師、保健師 等 リハビリテーションに

関連する専門職 

■ 参加費：無料 

■ 申し込み・問い合わせ：京都府リハビリテーション支援センター（FAX 075-251-5389） 

 

 

 

 

 

 

 

会場アクセス 

●ＪＲ京都駅(八条口西口)より南へ徒歩約 15 分 

●近鉄東寺駅より東へ徒歩約 5 分 

●地下鉄九条駅 4 番出口より西へ徒歩約 5 分 

●市バス九条車庫南へすぐ 

●名神京都南インターより国道 1 号北行き市内方面へ 

 九条通を東へ、九条新町交差点を南へ 

主たるご専門は神経筋疾患（筋ジストロフィー等）、代謝性神経疾患（ミトコンドリア病、Glut1 欠損症等）、変性疾患、脳性麻痺で 

  ・在宅療養支援の要となる小児訪問リハ事業所の取り組みについて 

・他府県の在宅療養児のリハ支援の現状を知る 

・地域生活へのスムーズな移行を図るために隣県の小児総合医療機関、総合療育

施設の現状や地域移行支援の仕組みなど学び、その中でリハの位置を知る 

・医療依存度の高い子を地域へ返すために医療専門職に要求されること 

 

講師ご紹介 

©京都府 まゆまろ ２８５６００９ 

小児センター病院長と小児科主任部長を兼任、地域医療と連携を取りながら総合的な小児医療サービス提供に取り組まれています。 

座長 森本昌史先生（京都府立医科大学） 

｢小児在宅療養支援における医療の役割｣ 

 

http://www.pref.kyoto.jp/rehabili/index.html


※下記項目にご記入お願いします。

〒

                        京都府立医科大学附属病院内

参 加 者 氏 名

ふ　　り　　が　　な

職種（所有資格）

施設住所   　　　　　　　　　　　　

電話/FAX番号

 E-mail

　2017.2.11 (土) 開催

『小児在宅療養支援における
　　医療とリハビリテーションの役割』

 締切り　１月３１日（火）

所属施設名

 FAX 075-251-5389（送信票は不要です）

平成28年度 京都府 小児・障害児者リハビリテーション専門職研修会

（申込み先）京都府リハビリテーション支援センター

職責名もしくは
主な業務内容

お申し込み
お問い合わせ先

京都府リハビリテーション支援センター
      〒６０２－０８４１　　京都市上京区河原町通広小路上る梶井町４６５

電話　０７５－２５１－５３９９    　FAX　　０７５－２５１－５３８９  

担当　田中/山原  

○お申し込みの受付完了のお知らせはいたしません、当日会場までお越しください。

○受講をお断りする場合のみこちらからご連絡さしあげます。

○会場の京都テルサには駐車場はございますが有料です。

○会場近隣にも有料駐車場はございますが、なるべく公共交通機関をご利用ください。


